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聖 句 

 

 

愛は忍耐強い 

愛は情け深い  ねたまない 

愛は自慢せず  高ぶらない 

礼を失せず   自分の利益を求めず 

いらだたず   恨みを抱かない 

 

 

             コリントの信徒への手紙一 １３章４～５節 
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ルルドの奇跡 
 

                                赤波江 豊 神父 

 教会でよく知られた巡礼地にフランスのルルドがあります。毎日世界中から無数の人が 

巡礼してそこで祈りをささげています。また世界中の多くの教会で庭に小さなルルドを作 

って、実際フランスまで行けなくてもルルドの聖母と心をひとつにして祈ってきました。 

 ところで、ある男性がルルドに巡礼に行きました。でも彼はそれほど信仰深い人ではな 

かったし、それにもともと彼はルルドに関心があったわけでもなかったのです。ではなぜ 

わざわざルルドまで行ったのでしょう。たぶん他の人に勧められて仕方なしに連れられて 

行ったのかも知れません。彼はもともと重い病気を背負っており、医者からは治らないと 

宣告されていました。そのため彼は毎日つぶやきながら暗い日々を送っていました。 

 ある日彼がルルドの洞窟の前に立っていると、ある男の子が祈っている姿が目に入りま 

した。その子は生まれながらにして重い病気であることもすぐ分かりました。その子は何 

をお祈りしていたのでしょう。「神様ぼくの病気を治してください」とお祈りしていたので 

しょうか。あるいは「神様悪い人たちが心を入れかえますように」とお祈りしていたので 

しょうか。とにかくその子は不自由な体で一生懸命祈っているのです。その男性はしばら 

く男の子の様子をみていましたが、何ともその子が可哀そうに思えて仕方がないのです。 

「この子は何の罪もないのになぜこんな重い病気を抱えているのだろう」「この子は一生こ 

んな重い十字架を背負って生きていかなければならないのだろうか」彼はこう思ったこと 

でしょう。そして、人のためにはあまり祈ったことのなかった彼が、その子を見てあまり 

の辛さに思わずこう祈りました。「神様何とかしてこの可哀そうな子を救ってあげてくださ 

い」と。その時不思議なことが起こりました。彼は自分の病気が癒されたことを感じまし 

た。でも自分が祈ったはずの男の子は相変わらずそのまま祈り続けているのです。その子 

には何の変化もありませんでした。神様は意地悪なのでしょうか。なぜ神様は一生懸命祈 

った子どもの祈りは聞き入れず、あまり信仰のない人に奇跡を与えたのでしょうか。実は 

神様は知っていたのです。この子に奇跡を与えなくてもこの子が信仰を失うことはないと。 

むしろこの子は重い病気を通してますます信仰が深まっていくということを。奇跡を通し 

て信仰に日覚める必要があったのはその男性の方だったのです。もしかしたらその男の子 

は彼のためにも祈っていたのかも知れません。実際彼は奇跡の恵みを受けた後、信仰に日 

覚め、その後の人生を多くの人の救いのためにささげました。 

 ルルドでは毎日無数の人が祈りをささげています。どこの教会でも祈っている人の姿を 

見かけます。祈っている人の姿をしっかり見つめましょう。その後ろ姿から何か感じるも 

のがあったら、その人と心をひとつにして祈ってあげてください。 
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《諏訪司教叙階式に参列して》 

RK 

  

 思い返せば１６年前、阪神淡路大震災でかろうじて聖堂は残ったものの、全壊した

司祭館跡に建てたプレハブ小屋の一隅に寝泊りしながら、諏訪神父様はほこりだらけ

で毎日働かれました。一見神父様には見えない普通の格好、プレスリーが好きなリー

ゼント頭の「すわッチ」！「すわチャン」！私たち信徒も自分の家のかたづけの一方、

教会近くの公園で“ふれあい広場”をしたり、中山手救援基地（現カトリック社会活

動神戸センター）へ炊き出しのお手伝いに行ったり、復興住宅を訪問したり、また聖

堂の修理・清掃を総出でしたり、と今思えばよく働きましたが、そのどれも神父様は

率先して動かれました。そして「新生」｢開かれた｣｢谷間に置かれた人々｣などの言葉

がよく聞かれ、また評議会やチーム制の導入も神父様が指導されたと記憶しています。

信徒の中に戸惑いや反発があったことも事実でしょう。 

 さてそんな諏訪神父様が高松教区司教におなりになるというので、私は遠足がてら

見に行こうかと（ごめんなさい）、中央教会主催のバスに乗り込みました。中央教会の

方のたくみな進行で、車内は諏訪神父様の様々なエピソードで盛りあがり、また、赤

波江神父様のお話―“司教”というのは十二使徒に選ばれるという大変な重責である

―を伺い、これからの諏訪司教様のために皆でロザリオを唱えたりしながら四国をめ

ざしました。 

 高松に着き、名物の讃岐うどんをいただいてから、司教座聖堂（桜町教会）へ。そ

こは、日本全国の司教様方、四国や関西からの司祭方（もちろんパウロ神父様も）、大

勢の信徒であふれていました。私たちは信徒会館の大型スクリーンでミサにあずかり

ました。ミサは池長潤大司教様の司式で、荘厳な变階の儀をはさんで新司教に引き継

がれ、感動のうちに滞りなく終わりました。各方面からたくさんのお祈りと激励のご

挨拶がありましたが、新司教様のご挨拶の中で印象に残ったのは「自分はほんとうは

ふさわしくない、でも…。」というお言葉。それから「高校生の時自分は母親を聖人だ

と思っていた。」（それが今日の原点である…）。六甲教会の９０歳代のお母様は車椅子

で参列されていたそうです。 

 四国はこちらの震災の時とはまた違う困難な問題もあるようです。神様が選ばれた

諏訪新司教様の上に、豊かな聖霊のお働きがありますように！と皆で祈りながら、バ

スも無事夜更けの三ノ宮へ帰ってきました。 
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≪2011年神戸地区大会に参加して≫ 

NS 

 

去る 6 月 5 日（日）「カトリック神戸地区大会」が、神戸海星女子学院講堂で開催され、

「共同体を育て、耕そう」というテーマのもと、神戸１１小教区が集まりました。 

今にも降りそうな空模様にも拘わらず 700 名 

の参加者があり、会場を埋め尽くすブルーの 

集団は圧巻でした。（※１１小教区をデザイン 

したコバルトブルーの Tシャツが今大会のた 

めに作られ、司式を終えられた神父様方も 

ご着用でした） 

 

 

 

まず池長大司教様を中心に各教区の神父様方による共同司式での御ミサが行われ、大司

教様は「キリストに倣って生きる大切さ」を説かれました。また各国語での共同祈願は、

「つながり」「共同体作り」を願い、言語は違っても皆の思いがひとつであることを印象づ

けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて今回大会のイベントは「映像による各小教区紹介」でした。  １１小教区が様々

な工夫をこらして、各８分の制限時間内に納めたストーリーが、会場スクリーンいっぱい

に映し出されました。教会の生い立ち、ロケーション、日々の活動、抱える問題点、新し

い試み等など、焦点の絞り方には各教会の個性が溢れ、その小教区が何を大切にしている

かを知ることができました。教会によってはステージ上で民族衣装をまとい、歌や演奏を

披露して下さるところもあり、和やかなムードが会場全体に漂いました。これまで他教会

への知識が乏しかった私にとり「眼と耳からのインパクト」は各教会を理解する大きな助

けになりました。 
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 私たち住吉教会は、聖堂の変遷→小教区活動→国際交流の順で紹介を行いました。当日

は、教会学校のシーンで中高生諸君、セニョール・デ・ロス・ミラグロスの場面でカステ

ィーヨ夫妻がステージに上がり、会場から大きな喝采を浴びました。そして映像で語りか

けるトゥアンさんスティーブさんの笑顔にも会場から大きな拍手が沸き仄々とした雰囲気

のままラストシーン「住吉教会の目指すもの」に繋がりました。（※この映像は住吉教会

HP 左下「ビデオ」からご覧になれます） 

 今回私はナレーションのお役を頂いたのでビデオ準備段階から様子を拝見しましたが、

Kr 様、Kw 様を中心に自由に意見が交わされ、構成は終始スムーズに進みました。また今

回大会は東ブロックが担当でしたので、運営に数多くの住吉の皆様が関わって下さいまし

た。 

「大勢のわたしたちも、キリストにおいて一つの体であり、一人びとり互いに部分なので

す」 すべてを通じ、この言葉のとおりでした。  

 

✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝☆✝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会場スクリーンに映し出された住吉教会の紹介 

セニョール・デ・ロス・ 

ミラグロスの紹介 
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4 月 24 日の復活祭にかわいい 4 人の子供たちが初聖体

をうけました。夏の暑い日からお勉強を始め、神父様

や先生方に神様のこといっぱい教えていただきました

ね。これからも 4 人仲良く神様に愛される住吉教会の

宝でいてください。 

みんなに神様の豊かなお恵みがありますように。 

                   RK 

 

8月 7日 3人の孫達が洗礼の秘跡を受けることが

できました。大変嬉しく神様に感謝の思いでいっぱ

いです。 

私のルーツをたどると６世代目になりますので長

いつながりは神様のお導きがあっての事だと思い

ます。これからも次の世代へと受け継がれますよう

に彼らの上に神様のお恵みとお導きが豊かにあり

ますように願っています。 

              KK 
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《東ブロック合同堅信式》 

                    ５月２９日（日） 

5 月 29 日（日）11 時 15 分より神戸中央教会に於いて、東ブロック（住吉・六甲・神戸

中央）合同堅信式が行われました。 

池長大司教様司式ミサの中で、住吉からは 7 人の方々が堅信の秘跡を授けられました。 

 

 

「 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これからは、生活する全ての場所が 

神様を崇拝する場である事、自分が今 

行っているあらゆる事が神の望まれて 

いる事か、を考えて下さい。」 

お説教より。 
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堅信おめでとうございます 
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《 自 己 紹 介 》 

神学生 トゥアン 

 

私は、ドミニコ グエン クオク トゥアン 

と申します。１９７４年１月４日にベトナム 

南部のサイゴンで生まれました。両親と姉２人 

兄３人の８人家族、私は末っ子です。 

大学卒業後８年間、高校で数学を教えていま 

した。その後 神学校に入り６年間神学と哲学 

を学び卒業しました。卒業を機に私はフランシ 

スコザビエルの様にアジアで宣教したいと希望し 

日本に派遣されました。日本に向かうにあたって、 

それまで全くこの国についての言葉、生活、文化 

を知らなかったのでゼロからの出発となりました。 

 

日本には、２００９年９月に参りました。最初は八尾教会の高橋神父様にお世話になり、

次いで玉造教会、布施教会と巡り、当住吉教会へは２０１１年４月から１年間の予定で参

りました。現在、日本語学校に通いながら日本語の習得に励んでいます。 

釜崎の子供の里へ木曜日と土曜日に午後３時から８時まで行きます。 

そこで子供達に算数を教え、私は子供達から国語を教えてもらっているのです。 

 

初めて来日した時は全く何も分からなかったのですが、ようやく慣れて来て、日本の食

べ物などはお刺身でも納豆でも何でも食べられます。特にベトナムにはないメロンはとて

もおいしくて好きですね。 

 

私は高校時代サッカーやピンポンをしていました。先日のなでしこジャパンの活躍はす

ばらしかったですね。テレビで観戦しました。  

 

今、日本語の本を読んでいます。「５つのパンと２ひきの魚」と「カトリック教会のカテ

キズム・要約・598  Q&A」です。 

「５つのパンと２ひきの魚」は、ベトナムの フランシスコ グエン ヴァン トゥアン

大司教様が書かれ、日本語に翻訳されたものです。 

 

赤波江神父様はお料理がお上手でとてもおいしいです。時々私も手伝います。そして日

本の方々は皆親切です。 

来年４月まで住吉教会でお世話になりますが、どうぞよろしくお願い致します。 

（聞き書き：広報部） 
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         《  神様のお恵みが豊かにありますように 》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 《 神様のお恵みが豊かにありますように 》 

KH さんは明石 カトリック教会の信者 さんで、当院では平成 ２１年 ２月 より医療

事務をお願いしておりました。９月にＳ r.ヨハンナ、Ｓｒ .スザンナ、Ｓ r.アンヘレス方が

所属 されている「聖マリアの無原罪教育宣教修道会 」に入会 されます。彼女は子

供の頃お母 さんと共に、北須磨カトリック教会でペンケレシ神父様に大変お世話

になったそうです。バーベキュー大会に神父様も来られるからと誘ったら、喜んで参

加してくれました。  

皆さんと一緒にこの喜びを分かち合えれば幸いです。  

      HT 
目次 



すみよし 2011 年被昇天号 第 184 号 

 

 

22 
copyright © 2011 Sumiyoshi Catholic Church. All rights reserved. 

 

《 図書コーナーから 》 

新刊書  

☆『マザーテレサの秘められた炎』          女 子パウロ会  

ジョゼフ・ラングフォード 著   里見貞代  訳  

 

ラングフォード神父が若い神学生の頃 、ローマのとある書店でマザーテレサがま

ったく誰 であるか知 らずに、ただただ表紙の写真に引 きつけられて初めてマザーと

出会い、後に「神の愛の宣教者会 」司祭の会を創立し、マザーと共に行動した中

で書かれたこの書をとおして「マザーの全ての言葉や活動のうちなる泉 をたずねた

い」「マザーの本当のお姿 を読者に伝えたい」という出版社の意図を十二分に満

たす深い内容です。  

                              （訳者の後書きより）    

                                    

ご寄贈図書より  

☆『ヨハネ・パウロニ世日本の四日間』             山 内継祐著  

 

1981 年 2 月 23 日～2 月 26 日の教皇訪日時に際して、「公式記録 」の取材 ・

編集 ・製作にあたった著者の書である。  

 

 

☆『神父燦燦』  カトリック司祭 ５８人に聞 く       カトリック新聞社  

 

2009 年 6 月 19 日～2010 年 6 月 19 日までの「司祭年 」にあわせ、「カトリック

新聞 」（週刊 ）が全国各地の司祭達に神父になったきっかけ、学生時代の思い出 、

司祭生活における転換点等 をインタビューして掲載 したコラム「神 父燦燦 」をまと

めた書です。  

 

2 階図書コーナーでは新刊 、ご寄贈等新しい書籍が増えてきました。又  

ＯＡ室には各催しの時のＤＶＤ，ＣＤ編集版があります。ご利用下さい。  
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《後 記》 

 

賑やかな蝉しぐれの猛暑になりました。昨年までエアコンに頼らない夏は 

ほとんど考えられなかったのですが、電力不足の今年は節電して過ごしています。 

でも我慢も限界になってつけた時の冷房の涼しさにしみじみと有難みを感じます。日頃

の恵まれている生活に気付かず感謝を忘れがちの私には良い教訓の夏になりそうです。何

ごとにも感謝！ 

                      AM 

 

 

次男が通っていた学校の始業・終業のチャイムは「あめのきさき」でした。卒業式の時

には、「蛍の光」よりも「仰げば尊し」よりも大きな声で、４００人の男子が「あめのきさ

き」を歌ったのは感動的でした。ほとんどの生徒は信者ではありませんでした。彼らがこ

れから先、喜びの時・困難にあった時、世界のどこかで「あめのきさき」を聞き、神様に

出会えることを祈りました。 

そして、私は「あめのきさき」を聞くと若い人のこれからを思うようになりました。特

に東日本大震災で親御さんを亡くされた子供達、困難な中にある若い方達のために、マリ

ア様に取り次ぎを願う祈りをしたいと思います。 
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